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佐世保北ロータリークラブ 2009～2010年度 ＲＩ会長 / ジョン・ケニー  ガバナー/ 高城昭紀 

「ＩＭ報告」  

西川正美 幹事 
   

 平成22年2月7日 

北松浦ＲＣがホス

トクラブとして江

迎文化会館で開催

されました。 

 当クラブからは

宮﨑会長はじめ13

名の方々の参加を

いただきました。 

 開会宣言、担当ク

ラブ会長の歓迎の挨拶、ガバナーの挨拶と続き第1部に

入り昨年の春の選抜高校野球大会、優勝校、清峰高校の

野球部監督、吉田洸二氏の「初心に戻る事の大切さとむ

ずかしさ」という演題で約1時間の講演があり、甲子園に

出場するまでの選手との交流を、ユーモアを交えて話さ

れました。 

 第2部に入ってはロータリーの大会では始めての試み

でしたが、携帯を使った、全員参加型のアンケート、

「ロータリアン諸君、あなたの本音を聞かせてくださ

い」という題で登録時に携帯端末に「ケータイ・ゴング」

というサイトに登録して貰い、会場スクリーン上で回答

を集計するという。 

 ゲーム感覚での回答方式で、ロータリアンの、例会、

退会、基金に対する寄付についてもろもろの本音を、声

に出しにくい意見を携帯で、回答していただく。本音の

意見を聞けるアンケートのとり方でした設問が30問、中

には常識的な質問、又ここまで聞くかと思うような質問

ありと第2部は楽しい時間でした。 

 終了後、ガバナーの講評の中でＩＭの意義というか、

高城ガバナー自身のご意見でしょうが、「ＩＭはいくつ

かのロータリークラブが一同に会することが大事なこ

とで、勉強は二の次で交流を通して親睦を深めロータ

リーを楽しむことが大事」と話されました、ＩＭについ

てはいろいろな意見が賛否両論でありますが、親睦をメ

インにのこの、ご意見には賛同するものがありました。 

大会終了後、懇親会はサンパーク吉井にて、参加者の数

は減ったものの沢山の料理が出て、楽しい雰囲気で第4、

5、6グループのロータリアンと親睦を深めてまいりまし

た。ＩＭに参加の皆さんお疲れ様でした。 

 

 横尾 寛 会員 

 さる2月7日 第2740地区 第4，5，6グループのＩＭに

参加させていただきました。会長、幹事他14名で江迎町

文化ホールで開催されました。私は清峰高校野球部監督

の記念講演には間に合いませんで、第二部から出席させ

ていただきました。出席人数は約140名。 

 第二部では携帯電話を使ってのケイタイゴングで、

ロータリーについての質問形式がパネリスト3人を交え

て約1時間おこなわれました。なかでも会長、幹事経験者

が半数を占めているにも関わらず、ローターリーをやめ

たいと思ったことが有りますか？の質問に半数近くが

有るに答えられたのは正直ビックリしました。 

 又、高城ガバナーの最後の総評でパネリストに対して

の一言は非常に厳しい一言ではなかったかと思われま

す。ホストクラブのでの運営、進行の難しさを痛切に感

じました。 

 いずれ北クラブでも当番がくると思います。今回出席

しての教訓を生かしていければと思います。今回は本当

に出席できて良かったとおもっております。 

会長、幹事、山北会員、田島会員、宮地会員、富田会員、

中山会員、宮原会員、深町会員、森会員、牧野会員、蒲

池会員、事務局の窪田さんご苦労様でした。今後ともご

指導の程宜しくお願いいたします。 

 

 牧野博一 会員 

 2月７日江迎文化会館で地区IMが開催され 初めて参

加しました。 

 第一部では清峰高校 野球部監督の吉田洸二氏の講

演があり、「初心に戻ることの大切さと難しさ」が演題

でした。爽やかな印象と信念に満ちたお話に聞き入って

おりました、私の娘が保健室の教諭でお世話になってお

りました関係もあり、又、吉田監督が高校時代の恩師で
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北ロータリークラブの歴史に"あなたの足跡を" 



だったが、なぜか別のグループを選択してしまい、訂正

できないままアンケートに参加してしまった。 

しかし、間違ったことで開き直って本音で答えることが

できたかもしれない。 

 "落ち着いている物事を考え、落ち着いた行動をとれ

る人になりたい"という今後の目標を見つけることがで

きた第二部は私にとって大きな収穫のあったイベント

だった。 

 最後にこの企画に参加することで、多くの先輩方とお

話が出来たことをありがたく思います。 

 
  

《会長挨拶》           宮﨑有恒 会長 

 

 今月の雑誌文献委

員会による「ロータ

リーの友」の紹介は、

米山記念奨学生の

「納豆のスープはい

かがですか」でした

が、私からも2つの記

事を紹介させていた

だきます。 

2月の世界理解月間

にちなんで、教育的プログラム「ロータリー平和フェ

ロー」で学んだ二人の女性の話です。今までこのプログ

ラムのことをまったく知りませんでしたが、昨今、若い

人たちが海外にでることが減少している中、開発途上国

や紛争国の平和構築でたくましく活躍している日本人

女性の存在に驚かされ、安全に仕事をされ無事帰国され

ることをおもいました。 

もう一つは、韓国のパストガバナーによる地区大会

で記念講演「近代史に見る韓日関係と奉仕の理想」の

話です。私たちは、韓国仁川の姉妹クラブとの再締結

のたびにや、米国姉妹クラブとメキシコ・ティワナに

家を建てたりと、世界社会奉仕プログラム（ＷＣＳ）

を実施してきましたが、ここではいくら多くの物質を

施しても、そこに善意と思いやりの心がプラスされて

いないと、それは真なる奉仕ではありませんとのべら

れています。そして日本統治下の時代と終戦後、小学

校日本人先生とのドラマのような交流には胸をうたれ

ました。 

「ロータリーの友」の購読はロータリーアンの三大

義務のひとつです、2月号をお読み下さい。 

 

 

《幹事報告》 西川正美 幹事 
１．例会変更 

・雲仙ＲＣ 

 3月6日（土）休会（IM出席のため例会はありません） 

 

・佐世保ＲＣ 

 2月24日（水）12：30→18：30～ 

 佐世保玉屋 7階文化ホール（創立59周年記念例会） 

 

・ＨＴＢ佐世保ＲＣ（再度変更） 

 2月16日（火）18：30～ 

あった方を存じ上げており、彼は最初から指導者を目指

していた等のエピソードを聞いておりましたので、大変

身近に感じられ楽しい講演でした。 

 第二部では、携帯電話を使用したユニークな全員参加

型の質問に答えるアンケート形式で行われまして、「あ

なたの本音を答えてください」でしたが過半数は会長、 

幹事経験者で正しく本音が見えてこない印象がありま 

した。 

 

 蒲池芳明 会員 

 右も左も解からぬままに参加した今回のインターシ 

ティ・ミーティング。 

私の緊張を察してくださった先輩のご好意で、午後から 

の開催を前に食事に誘っていただいた。ほいほいとつい 

ていった私は先輩方の優しい洗礼を受けることとなっ

たのである。 

「明日のIM報告は是非新会員に報告してもらわんばい

かん」 

「自分の入会時には先輩方に逆らわれんやった。」 

「三年間はなんでもせんばいかんたい」 

との、会話の中で目の前のおいしそうな"豆腐料理"をの

どに詰まらせる思いだった。 

そんな洗礼の言葉がぐるぐるを頭の中を巡っているな

か、インターシティ・ミーティングは開催されるので

あった。 

 開会式典のあと、第一部では「初心に戻ることの大切

さ」と題して清峰高校野球部監督吉田明洸二氏の講演が

あった。 

 先の春の選抜高校野球で優勝という功績を残され、今

期はプロ野球のマウンドに二人の教え子を送った先生

の講演ということで大変興味深く拝聴した。 

 生徒の失敗をいかに受け入れるか…との話で次の三

点が印象に残った。 

１．生徒へ全てを注ぎ込むように教えるべきである。 

２．自分の行動は生徒の鏡になる。 

３．明るさがあれば、苦難と思える壁は乗り越えること 

  ができる。 

 先生の話では、部全体の雰囲気が暗くなるとどうして

も集中力が欠けて、注意する点が多くなる（小言が多く

なる）。逆に雰囲気が明るくなると集中力も増してくる

のそうだ。 

 また、「心・技・体」そして「愛」の精神で生徒たち

と向き合ったとも述べられた。 

 確かに、一生懸命練習に打ち込んでいる部員に叱咤ば

かりでは気持ちも沈んでいくだろう。眠っている才能が

開花させるのは日光ではなく「明るい」激励だったのだ

ろう。 

 続いての第二部では携帯電話を利用したアンケート

であった。 

 「ロータリアン諸君、あなたの本音を聞かせてくださ

い。」と題した全員参加型のイベントである。 

携帯ゴングで30の質問に答え、集計データがスクリーン

に映し出されるといったものであった。 

さあ、ここで私は大変困ってしまった。というのも私は

携帯を上手く扱えない。すでに私は舞い上がっていたの

だろう。 

 説明を聞き、その通りの手順で操作しているつもり



ることが決まると、ロータリアンは 711号室を丁寧に解

体し、ドアやラジエーターにいたるまですべての内装を

取り外しました。1993年、国際ロータリー理事会は、シ

カゴ郊外にあるエバンストンの国際ロータリー世界本

部に、この711号室を復元し、永久に保存することを決定

しました。  

 

 ロータリーの歴史に関する詳細は、RIのウェブサイト

の 歴 史 の ペ ー ジ、ま た は Rotary  Global  History 

Fellowship（ロータリー世界史親睦グループ）のウェブ

サイト（英語）をご覧ください。 

 

 ロータリーの創立記念日を祝うためのとっておきの

アイデアを下のコメント欄からお寄せください。 

 
 

 

《ニコニコＢＯＸ》   須田 昇 親睦活動委員 

 

 宮﨑有恒 会長 西川正美 幹事 

昨日のＩＭ参加の皆さん、懇親会までつき合っていただ

きありがとうございました。 又ご苦労様でした。蒲池会

員、牧野会員、横尾会員、本日は宜しくお願いします。 

パパ・モンボ・チンガ・パーフェット君、ようこそいらっ

しゃいました。 

 

 小西宗十君 

ＩＭ参加の皆さまお疲れさまでした。西川幹事、本日の

報告お疲れさまです。 

 

 森  豊君 

昨日のＩＭ大会参加の皆様大変おつかれ様でした。有意

義な話しで勉強になりました。オレンジ通信2月号発行

しました。読んでください。 

 

 田島勝明君 須田 昇君 古賀新二君 深町 等君 

 峯 徳秀君 横尾 寛君 中井康晴君 大鳥居 宏君 

 二ノ宮 健君  

ＩＭに参加の皆様お疲れ様でした。パパ・モンボ・チン

ガ・パーフェット君、歓迎いたします。 

 

 井上雅弘君 

父は後82日で100歳の誕生日を迎えるという日に、老衰

のため眠るように安らかに浄土へ旅立ちました。父の葬

儀に際して宮﨑会長より生花を賜り、会長と西川幹事 

には遠方にも関わらず焼香していただき、多くの会員の

方々に過分のご香典をいただきました。皆様のご厚情に

触れ、改めて感涙です。パパ君をよろしくお願いします。 

 

 

※井上雅弘会員よりフレンドシップ基金へ10万円いた 

 だきました。 

 

 ホテルヨーロッパレンブラントホールが 

 →ホテル日航ハウステンボス（夫人同伴例会） 

 

２．来 信 

 

・国際ロータリー 

 2008～2009年度 年次報告書 

 

・ロータリーの友事務所 

 2010～2011年度版 

 ロータリー手帳お買い上げのお願い  

 1部630円（税込）5月下旬出来上がり予定 

  

・ガバナー事務所 

 米山記念奨学生の世話クラブとカウンセラーのお引 

 き受けについてのお願い 

 パパ・モンボ・チンガ・パーフェット君   

 生年月日：1984年4月18日 国籍 ガボン共和国 

 佐世保工業高等専門学校 機械工学専攻2年 

  

・聖和女子学院 

 卒業証書授与式のご案内 

 2月27日（土）午前9時受付開始 午前10時開式 

 場 所：体育館 

 

《委員会報告》 

 須田 昇 職業奉仕委員 

2月22日に予定しています職場訪問例会 梅ヶ枝酒造へ

の地図及び案内をセルフBOXへ入れています。ご参加を

宜しく。車の乗り合わせは各自手配して下さい。 

 

 中山 誠 プログラム委員長 

2月、3月のプログラムについて  

 

 

《ＲＩニュース》 

歴史に残る1ページ：ロータリーの105周年  

 1905年2月23日、ポール・ハリス、ガスターバス・ロー

ア、ハイラム・ショーレー、シルベスター・シールの4人

が、シカゴで初のロータリー・クラブ会合を開き、自分

たちの体験談を語り合いました。そこで、ハリスは、毎

週会合を開くというロータリーの例会のアイデアにつ

いて打ち明けました。  

 これが、世界初の奉仕クラブ、シカゴ・ロータリー・

クラブの始まりとなりました。ハリスには、少年期に過

ごした小さな町で感じたのと同じような友愛の精神を、

専門職業人のクラブで再現したいという願いがあった

のです。「ロータリー」という名前は、会員の仕事場を

持ちまわりで会合を開いていた初期の慣習に由来して

います（英語で「Rotary」は「回転する」の意）。  

ロータリアンは、常に彼らの歴史に対する誇りを持ち続

けています。この初のクラブを記念して、ロータリアン

たちは、例会場所だったシカゴのユニティービルの711

号室を1905年当時のまま保存しました。その後しばら

く、ポール・ハリスの711号室は、訪れるロータリアンた

ちの畏敬の場となりました。1989年、このビルが壊され 本日の合計 25,000円     累計 917,000円 

クラブ会報委員会 委員長 / 中島閏二   委員 / 井上雅弘 大鳥居 宏 柴田隆司 岡井正明 （記事担当者 井上雅弘） 


